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プロジェクト初期の曖昧さを、「会議の回数や個人の感覚」に頼らず、

共通認識と判断材料へ変換するプロセスを、実例をもとに解説します

プロジェクト初期における共通認識形成

この資料でわかること ・プロジェクト初期に起きやすい認識ギャップ

・ワークショップで共通認識を形成する進め方

・次工程につながる整理物と参加者の変化
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プロダクト開発やプロジェクトの初期段階では、関係者それぞれが正しいことを話していても、
見ている前提・判断軸・完成イメージが少しずつ異なり、ズレになることで、続く工程に対して潜在的なリスクとなります。

ビジネスサイド

価値・顧客課題

導入ストーリー

事業性・優先度

投資判断

実現性・構造

運用・拡張性

そのまま進めると…
機能検討が広がりすぎる／認識合わせに時間がかかる／次工程への判断が曖昧になる

プロダクト開発／プロジェクト初期に生じる認識ギャップ

開発サイド 意思決定サイド

2

※「要件定義前に判断軸を揃えたい」「ビジネスと開発の会話が噛み合わない」「メンバー間で構想の理解に差がある」といった課題に効く
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第三者が入ることでステークホルダー間における意見交換だけでなく、
立場や専門性の違いを共通の問いに変換し、続く工程で使える形に整えました。

拾う

立場ごとの

見え方を出す

判断軸に

並べ替える

言葉の粒度を

揃える

第三者が「中立にまとめる」のではなく、
議論の出口を設計し、開発に接続するための翻訳役として機能する。

認識整理への第三者介在により意思決定を推進

翻訳する 構造化する

続く工程で使

える形にする

残す
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事業・UX・システム開発の各観点を横断し、議論を実装につながる粒度まで整理します。
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目的・価値の整理から、体験・優先度・次工程の判断材料まで、抽象から具体へ段階的に落とし、揃えていきました。

抽象：目的・価値・前提

関係性を

整える

利用者像

を粗く置く

目的・価値

を言語化

発散と収束を短時間で繰り返すことで、
多様な視点を一つの方向性に整理し、前進させます

抽象から具体へ、7つのステップでプロダクト像を揃える

具体：体験・差分・優先度 接続：次工程の判断材料

体験の流れ

を描く

現状との

差分を見る

次工程の

材料にする

アイデアを

優先順位化

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
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先ず揃えるべきは、機能名や画面ではなく、プロダクトの核となる考え方。
関係者が同じ言葉で話せる状態をつくることで、議論の土台を整えました。

提供価値 判断軸解決したい課題

ポイント：具体機能を急いで決めるのではなく、
後から判断に戻れる「軸（共通言語）」を先につくる。

機能を考える前に、判断のよりどころをつくる

問い 何のために、このプロダクトをつくるのか

整理する観点
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プロジェクトメンバー達の思考の痕跡を整理物として残し、現メンバーも新メンバーも見返すことで、
いつでも立ち返ることができる整理物がアウトプットとなり、継続的な共有物となりました。

共通コンセプト

言葉の前提を

揃える

次に検討すべ

きことを残す

優先順位を

判断する

整理物が次の工程やメンバーにとって継続的な価値となった

評価軸 論点リスト

次の工程へ

受け渡す

開発接続メモ

ワークショップ前

「個別」の認識

ワークショップ後

「共通」の判断材料
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ワークショップで整理した共通認識を起点に、後続のモックアップ制作・MVP開発へ接続。議論だけで終わらせず、実際の開発まで伴走しました。
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Tさん

冒頭で役割を明文化できたのがよかった。評価軸を

再設定し、あらためて見直したい。

Eさん

コンセプトに立ち返ることを継続したい。アイデア

がそこにつながっていることを意識できた。

Mさん

改めて言語化・共有化することの面白さと難しさを

実感した。一定の枠を使うことで、思考の整理や確

認ができた。

Tさん

全員で一つの価値を見ながら言語化し、すり合わせ

ながら議論できたのがよかった。

言語化の価値を実感した コンセプトに立ち返る意識が生まれた

評価軸を見直すきっかけになった 一つの価値を見ながら議論できた

ワークショップ参加者の声 ※一部抜粋
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取り組み 第２週 第3週 第４週 第５週 第６週

ワーク
ショップ

クライアント

カヤック
ボンド

キックオフ ワークショップ事前MTG（１〜2回）
ワークショップ実施

ワークショップ
実施報告

第１週

相談開始からワークショップ後の、アフターフォローまでの大まかな進行例。

お取り組み期間、対応金額、実施時期など
構想がまとまっていない段階からでも
お気軽にご相談ください

※記載内容は一例であり、取り組み 及び 期間は、ご相談結果によって異なります

取り組み施策と進行イメージ

★ バッファ

TOTAL：420分（7時間）
　A.チームビルディング：30分
　B.コンセプトワーク：60分
　C.ペルソナ像の策定：30分
　D.ユーザーストーリー作成：30分
　E.現在のプロダクト状況との差分把握：45分
　F.ブレスト・優先順位付け：60分
　G.ワイヤーフレーム作成（miro）：60分
　昼休憩：60分　途中休憩：45分（15分 × 3回）

ワイヤーフレーム作成（miro）

Work sample

サンプルであり事前ヒアリングによって
内容が変更する場合がございます
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Time Table sample
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ワークショップを通して構想段階の曖昧さや、共有すべき背景について
関係者が持ち帰れる共通言語と判断材料に変わることが、後続への価値となる。

Before

構想はあるが、

判断軸が

揃いきっていない

次の工程で使える

共通の判断材料が残る

問い・言葉・論点を

同じ場で整理する

プロダクト開発／プロジェクト初期ほど、「早くつくる」前に
「同じ前提で話せる状態」をつくることが、結果的に速度になる。

ワークショップによる共通認識形成の効果

Workshop After
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お問い合わせ： info@kayac.bond

「まだ何をつくるか決まっていない」「社内で構想がまとまっていない」

そんな段階から、ご相談ください

事業・業務課題の整理 / アイデア創出 / AI・先端技術の活用 / 

プロトタイピング / システム開発 など

まずは現在の構想やチームの状況を伺い、どこから整理すると前に進みやすいかを一緒に考えます。

課題整理の壁打ちからでも、お気軽にお声がけください

https://kayac.bond/
mailto:info@kayac.bond

